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マイクロクェーサー GRS 1915+105は、エディントン光度に近いときに X線光度が準周期的な振動を示すこ
とが観測されている。理論的にこの振動は、超臨界降着流と標準円盤の間を遷移することにより起こるリミット
サイクル振動に起因すると考えられている (e.g., Honnma et al. 1991, Watarai & Mineshige 2003)。このリミッ
トサイクルはOhsuga (2006)による軸対称２次元輻射流体シミュレーションによって再現されたが、α粘性を仮
定しない大局的な３次元輻射磁気流体計算によっては再現できていなかった。磁場を考慮した場合、冷却不安定
性によって円盤が鉛直方向に収縮すると方位角方向の磁場が強まり、円盤の厚さや安定性に影響を及ぼす。この
ため、輻射圧優勢な状態とガス圧優勢な状態間のリミットサイクル以外に、輻射圧優勢な状態と磁気圧優勢な状
態間で振動する可能性がある。
本研究では、巨大ブラックホール周囲の降着流に逆コンプトン散乱の効果を考慮した輻射磁気流体シミュレー

ションを実施した。その結果、降着率がエディントン降着率程度の時、冷却不安定性によって鉛直収縮した円盤
で振動が励起されることがわかった。またブラックホール近傍の光学的に薄い円盤と、遠方からの降着流によっ
て密度が増加し、輻射圧優勢で幾何学的に厚くなったトーラスが共存することが示された。このトーラスで冷却
不安定性が成長するとリミットサイクル振動が続く可能性がある。本講演では、熱不安定性によって駆動される
円盤振動によって、AGNで観測される準周期的な光度変動を説明できるかどうか等について議論する。


